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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月15日(2012.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１セルに対応する第１セル領域と、第２セルに対応する第２セル領域と、を含む、複
数のカラーフィルタ基板に切り出すための第１マザー基板と、
　前記第１マザー基板の前記第１セル領域に配置された第１着色層と、
　前記第１マザー基板の前記第２セル領域に配置された第２着色層と、
　複数のアレイ基板に切り出すための第２マザー基板と、
　前記第１マザー基板及び第２マザー基板の間に挟まれた液晶と、
　を含み、
　前記第１着色層と前記第２着色層は、それぞれ、同じ材料からなり、同じ厚みの部分を
有し、
　前記第２着色層には、前記第１着色層よりも色再現性が低くなるように、穴が形成され
ていることを特徴とする液晶表示装置用パネル。
【請求項２】
　請求項１に記載された液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記第２セル領域は、前記第１セル領域よりも小さいことを特徴とする液晶表示装置用
パネル。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載された液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記第２着色層は、視野角を拡大するためのマルチドメイン方式に対応して、複数の分
割領域を含み、
　前記複数の分割領域のそれぞれに、前記穴が形成されていることを特徴とする液晶表示
装置用パネル。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載された液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記第２着色層は、異なる色からなる第１色材部、第２色材部及び第３色材部を含み、
　前記穴は、前記第１色材部に形成された第１穴と、前記第２色材部に形成された第２穴
と、前記第３色材部に形成された第３穴と、を含み、
　前記第１穴の開口の前記第１色材部に占める比率と、前記第２穴の開口の前記第２色材
部に占める比率と、前記第３穴の開口の前記第３色材部に占める比率と、が個別に調整さ
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れていることを特徴とする液晶表示装置用パネル。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載された液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記第２着色層に形成された前記穴の内部には、無彩色の光透過性材料層が形成されて
いることを特徴とする液晶表示装置用パネル。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか１項に記載された液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記第２着色層に形成された前記穴は、貫通しない窪みであることを特徴とする液晶表
示装置用パネル。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載された液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記穴の内面に接触するオーバーコート層をさらに有することを特徴とする液晶表示装
置用パネル。
【請求項８】
　液晶層を間に保持した一対の基板と、前記一対の基板のいずれかに形成されたカラーフ
ィルタ層を有する液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記カラーフィルタ層は、異なる色からなる第１色材部、第２色材部及び第３色材部と
、前記第１色材部に形成された第１孔と、前記第２色材部に形成された第２孔と、前記第
３色材部に形成された第３孔と、を有し、
　前記第１孔の開口の前記第１色材部に占める比率と、前記第２孔の開口の前記第２色材
部に占める比率と、前記第３孔の開口の前記第３色材部に占める比率と、がそれぞれ異な
ることを特徴とする液晶表示装置用パネル。
【請求項９】
　請求項８に記載された液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記第１孔、前記第２孔及び前記第３孔の内部には、無彩色の光透過性材料層が形成さ
れていることを特徴とする液晶表示装置用パネル。
【請求項１０】
　請求項８に記載された液晶表示装置用パネルにおいて、
　前記第１孔、前記第２孔及び前記第３孔は、貫通しない窪みであることを特徴とする液
晶表示装置用パネル。
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